
 

第
二
節 

琉
球
服
属
時
代 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
ナ
ハ
世
） 

 

一 

琉
球
へ
の
入
貢 

昇
曙
夢
氏
著
「
大
奄
美
史
」
に
よ
る
と
、 

 

「
大
島
諸
島
が
始
め
て
琉
球
へ
入
貢
し
た
の
は
亀
山
天
皇
の
文 

永
三
年
（
一
二
六
六
）
琉
球
王
英
祖
（
え
ぞ
の
て
だ
こ
又
は
え 

ぞ
の
い
く
さ
も
い
）
の
時
で
あ
っ
た
。
初
め
英
祖
王
は
そ
の
来 

貢
を
辞
し
て
言
っ
た
。『
遠
海
の
地
吾
が
政
令
の
及
ぶ
所
に
あ 

ら
ず
、
然
る
に
何
ぞ
来
貢
せ
し
や
』
と
。
島
民
益
々
悦
服
し
て 

言
ふ
に
は
、『
近
年
吾
が
海
島
烈
風
猛
雤
の
災
害
な
く
五
穀
豊 

熟
を
見
る
。
是
れ
専
ら
國
王
善
政
の
天
地
を
威
動
せ
し
め
た
る 

の
結
果
な
り
。
是
を
以
て
朝
貢
し
来
れ
り
』
と
。 

 

そ
こ
で
英
祖
王
大
い
に
悦
び
て
、
そ
の
貢
物
を
受
け
、
厚
く 

之
を
賞
し
て
送
り
帰
ら
し
め
た
」
と
あ
る
。 

ま
た
、
琉
球
の
正
史
（
評
定
所
の
秘
書
）「
球
陽
」
に
は
、 

       

に
余
裕
の
で
き
た
島
民
等
が
剰
余
の
物
資
を
以
て
交
易
し
に
来 

 

た
と
考
え
る
の
が
真
相
に
近
く
、
そ
の
齋
し
た
物
資
は
琉
球
側 

 

か
ら
見
れ
ば
『
か
ま
へ
』
で
、
そ
の
代
り
に
与
え
ら
れ
た
文
化 

 

的
製
造
品
も
、
大
島
側
か
ら
言
え
ば
等
し
く
『
か
ま
へ
』
で
あ
っ 

 

た
。 

 
 

こ
う
し
て
彼
等
は
有
無
相
通
ず
る
為
に
以
来
頻
繁
に
来
航
し 

 

た
が
、
こ
の
経
済
的
関
係
は
漸
次
政
治
的
関
係
に
推
移
し
、
い 

 

つ
し
か
併
合
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」 

と
、
述
べ
て
い
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
大
島
諸
島
の
琉
球
服
属
は
征
服
に
よ
る
の
で
は 

な
く
、
招
諭
に
よ
る
も
の
で
も
な
く
、
善
政
を
慕
っ
て
自
発
的
に 

入
貢
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
島
諸
島
を
属
領
扱
い
す
る 

こ
と
も
な
く
、
奴
隷
視
し
た
り
差
別
扱
い
を
し
た
こ
と
も
な
か
っ 

た
こ
と
か
ら
も
、
推
測
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

し
か
も
、
そ
れ
が
大
島
諸
島
の
同
時
的
入
貢
で
は
な
く
、
沖
縄 

本
島
に
近
い
与
論
や
沖
永
良
部
島
は
、
以
北
の
諸
島
よ
り
早
か
っ 

た
に
相
違
な
い
と
の
学
説
も
あ
る
が
、
喜
界
島
や
大
島
本
島
の
離 

反
は
長
く
続
き
、
琉
球
の
遠
征
が
後
を
絶
っ
た
の
は
元
亀
二
年
尚 

元
王
十
六
年
（
一
五
一
七
）
で
あ
っ
た
。
英
祖
時
代
の
入
貢
よ
り 

約
三
百
年
後
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
な
る
ほ
ど
と
首
肯 

 

「
英
祖
王
七
年
大
島
等
（
大
島
諸
島
の
こ
と
）
の
処
皆
始
め
て 

 

入
貢
す
。
王
曰
く
海
を
隔
て
地
を
異
に
す
、
素
よ
り
我
が
政
令 

 

の
及
ぶ
所
に
非
ず
。
何
の
為
に
来
り
貢
す
る
や
と
、
対
へ
て
曰 

 

く
、
近
ご
ろ
我
が
海
島
烈
風
猛
雤
の
患
な
く
五
穀
饒
熟
す
。
是 

 

れ
必
ず
國
王
の
善
政
、
天
地
に
感
ず
る
の
故
な
り
。
是
を
以
て 

 

来
り
貢
す
と
。
王
悦
び
て
其
の
貢
を
受
く
。
而
し
て
厚
く
賞
し 

 

て
送
り
帰
す
。 

 
 

次
後
毎
年
入
貢
す
。
東
北
諸
島
（
大
島
諸
島
の
こ
と
）
入
貢 

 

の
後
王
輔
臣
に
命
じ
て
公
館
を
泊
村
に
建
て
し
め
、
官
吏
を
置 

 

き
て
諸
島
の
事
を
治
め
し
む
。
即
ち
今
の
泊
御
殿
是
れ
な
り
。 

 

又
公
倉
を
泊
御
殿
の
北
に
建
て
諸
島
の
貢
物
を
収
貯
せ
し
む
。 

 

即
ち
今
の
天
久
山
の
聖
現
寺
是
れ
な
り
。
但
公
館
公
倉
は
何
れ 

 

の
年
に
之
を
建
て
並
び
に
何
れ
の
代
に
公
倉
を
以
て
寺
院
と
為 

 

せ
し
や
、
倶
に
年
代
考
え
難
し
故
に
附
記
す
。」
と
あ
る
。 

 

い
ず
れ
も
英
祖
王
の
聖
徳
を
慕
っ
て
の
入
貢
と
し
て
い
る
が
、 

中
山
の
権
威
を
誇
示
し
て
の
变
述
に
す
ぎ
な
い
。 

 
こ
れ
に
つ
い
て
、
伊
波
晋
猷
氏
は
そ
の
著
「
沖
縄
考
」
の
中
で 

 

「
こ
れ
は
後
世
の
思
想
を
以
て
往
時
を
推
し
た
も
の
に
相
違
な 

 

く
、
好
ん
で
属
国
に
な
り
に
出
か
け
た
筈
は
な
い
の
だ
か
ら
之 

 

を
文
字
通
り
解
し
て
は
な
る
ま
い
。
多
分
連
年
の
豊
作
で
生
活 

      

で
き
る
。 

 

琉
球
服
属
時
代
の
こ
と
を
、古
老
た
ち
は
ナ
ハ
世（
那
覇
の
世
） 

と
言
い
、
琉
球
へ
の
旅
行
を
ナ
ハ
タ
ビ
（
那
覇
旅
）
と
言
い
、
と 

き
に
は
那
覇
見
物
し
た
な
ど
と
言
っ
て
、
親
近
感
と
慕
親
の
情
を 

表
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
常
歌
わ
れ
て
い
る
俗
謡 

や
習
俗
な
ど
か
ら
も
、
琉
球
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で 

あ
っ
た
か
が
想
像
で
き
る
。 

 

爾
来

じ
ら
い

、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
島
津
氏
の
琉
球
征
伐
に
至 

る
ま
で
お
よ
そ
三
百
四
十
年
間
、
大
島
諸
島
は
琉
球
の
支
配
下
に 

あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
琉
球
と
の
関
係
は
そ
の
後
も
ず
っ
と
続
く 

の
で
あ
る
。 

二 

琉
球
王
国
治
下
の
沖
永
良
部
島 

 

「
中
山
世
鑑
」
に
よ
る
と
、
英
祖
時
代
の
道
之
島
支
配
権
は
中 

山
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
三
山
分
立
時
代
に
は
北
山
に
移
っ
て
い 

た
こ
と
は
、「
沖
永
良
部
島
郷
土
史
資
料
」
の
「
世
之
为
が
な
し 

由
緒
記
」
に
よ
る
と
、
初
代
永
良
部
世
之
为
は
北
山
王
の
第
二
王 

子
真
松
千
代
で
、
初
め
玉
城
村
の
金ふ

ば

の
塔と

う

に
館
を
構
え
て
い
た
が
、 

後
に
後
蘭
孫
八
の
築
い
た
越
山
の
城
に
移
り
居
城
と
し
た
、
と
い 
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う
こ
と
か
ら
も
想
像
で
き
る
。 

 
北
山
に
よ
る
支
配
の
前
後
を
問
わ
ず
、
国
頭
按
司
の
居
城
国
頭 

城
の
外
港
屋
嘉
比
を
通
じ
て
相
互
に
交
易
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と 

は
、「
お
も
ろ
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

大
島
諸
島
が
は
じ
め
て
入
貢
し
た
後
、
そ
の
統
治
に
関
す
る
機 

関
と
し
て
、
泊
村
に
公
館
（
後
の
泊
御
殿
）
が
建
て
ら
れ
て
官
吏 

が
配
さ
れ
、
ま
た
諸
島
の
貢
納
物
を
収
貯
す
る
公
倉
（
後
の
天
久 

寺
）
が
天
久
に
建
て
ら
れ
た
。（「
球
陽
」
巻
一
）、
そ
の
後
に
設 

置
さ
れ
た
統
治
機
関
が
「
自 
奥
渡 

上
之
訯さ

ば

理く
り

」
で
あ
る
。 

 

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
琉
球
國
由
來
記
」
の
「
無 

于
今
官
職 

 

御
蔵
之
事
」
の
条
に
「
尚
清
王
時
代
嘉
靖
十
八
己
亥
（
一
五
三
九
） 

六
月
二
十
九
日
、
毛
氏
保
栄
茂

ビ
ン

親
雲
上

ペ
ー
チ
ン

盛
定
任
比
職
從
国
頭
至
与 

論
、
永
良
部
掌 

之
也
（
見
家
譜
）
建
官
止
官
之
年
代
不
可
考
矣
」 

と
あ
る
。「
球
陽
」
に
も
「
毛
見
彩
（
保
栄
茂
親
雲
上
盛
定
）
奥 

渡
よ
り
上
の
訯さ

ば

理く
り

に
任
ぜ
ら
れ
以
て
國
頭
よ
り
与
論
、
永
良
部
に 

至
る
事
を
掌
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
琉
球
国
旧
記
」（
一
七 

三
一
）
に
は
「
自
奥
渡
上
之
訯
理
専 

管
國
頭
並
与
論
、
永
良
部 

等
事 

」
と
あ
り
、
ま
た
国
頭
も
「
自
奥
渡
上
之
訯
理
」
の
管
轄 

と
し
て
い
る
。「
お
く
と
よ
り
上
」
は
国
頭
方
全
体
の
呼
称
で
な 

い
か
ら
「
琉
球
國
旧
記
」
の
い
う
国
頭
は
、
与
論
島
に
渡
る
奥
、 

      

記
し
て
あ
る
。
泊
里
为
は
そ
の
後
泊
町
奉
行
、
泊
地
頭
と
な
り
、 

ま
た
表
十
五
人
の
一
つ
と
な
っ
て
戸
籍
以
下
の
事
務
を
掌
り
、
兼 

ね
て
泊
町
の
民
政
を
預
っ
た
が
、職
掌
が
複
雑
化
す
る
過
程
で「
お 

く
と
よ
り
上
の
訯
理
」
が
独
立
し
た
。 

 

前
記
の
保
栄
茂
親
雲
上
は
、
一
五
二
八
（
尚
清
王
二
年
）
に
那 

覇
里
为
、
一
五
三
九
（
尚
清
王
）
に
自
奥
渡
上
之
訯
理
、
一
五
五 

六
（
尚
元
一
年
）
に
双
紙
庫
裡
に
任
命
さ
れ
た
人
で
あ
る
。 

 

道
之
島
の
行
政
機
構
は
、「
自
奥
渡
上
之
訯
理
」
の
下
に
間
切
、 

村
役
人
が
任
命
さ
れ
て
、
沖
縄
本
島
と
同
一
体
制
の
支
配
が
行
わ 

れ
て
い
た
こ
と
は
、
辞
令
書
や
家
譜
か
ら
も
知
ら
れ
る
。 

 

沖
永
良
部
関
係
で
い
え
ば
、
一
六
〇
七
（
万
暦
三
十
五
年
尚
寧 

十
九
年
）
与
那
覇
康
村
が
伊
良
部
文
子
に
任
命
さ
れ
、
万
暦
年
間 

姚
姓
又
吉
が
恵
良
部
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
て
、
大
島
諸
島
が
琉
球
へ
の
服
属
を
歌
っ
た
も
の
で
あ 

ろ
う
と
い
わ
れ
る
。 

(一)
大
島
七
間
切
喜
界
五
間
切
、
徳
、
永
良
部
与
論
ナ
ハ
の
世
さ 

 

め (二)

喜
界
や
五
間
切
、
大
島
や
七
間
切
、
徳
水
良
部
そ
ろ
て
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那
覇
の
地
方

じ
か
た 

と
い
う
琉
球
の
三
味
線
歌
の
ご
と
き
は
、
琉
球
と
の
同
一
体
制
が 

辺
戸
地
方
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
首
里
か
ら
み
て
沖
縄
島
の
奥
＝ 

端
の
渡
と
解
し
て
よ
い
。 

 

中
山
王
の
完
全
支
配
に
服
す
る
以
前
の
道
之
島
が
、
そ
の
方
面 

の
海
上
権
を
握
っ
て
い
た
。
勝
連
の
阿
麻
和
利
の
支
配
下
に
あ
っ 

た
こ
と
は
伊
波
晋
猷
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。勝
連
間
切
に
は「
よ 

ろ
ん
」
と
い
う
村
が
あ
り
、
後
で
廃
村
に
な
る
が
こ
れ
は
勝
連
按 

司
が
、
か
つ
て
支
配
し
て
い
た
与
論
の
島
名
に
よ
っ
た
村
名
に
相 

違
な
く
、
さ
ら
に
与
論
の
支
配
権
の
喪
失
が
「
よ
ろ
ん
村
」
の
衰 

滅
を
招
い
た
と
推
定
さ
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。 

 

自
奥
渡
上
之
訯さ

ば

理く
り

の
実
権
は
阿
麻
和
利
か
ら
護
佐
丸
に
移
っ 

た
。
む
し
ろ
道
之
島
お
よ
び
そ
れ
以
北
の
大
和
と
の
貿
易
に
よ
っ 

て
経
済
的
ひ
い
て
は
政
治
的
、
軍
事
的
に
強
大
化
し
て
い
く
勝
連 

を
抑
え
る
た
め
に
、
西
海
岸
の
護
佐
丸
が
進
出
し
た
と
み
る
べ
き 

で
あ
る
。 

 

護
佐
丸
に
よ
る
道
之
島
へ
の
支
配
的
進
出
は
、
第
一
尚
氏
王
統 

に
よ
る
支
配
を
確
立
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
尚
徳
王
が
喜
界 

島
遠
征
か
ら
が
い
旋
し
た
一
四
六
六
（
文
正
一
・
尚
徳
六
年
）、「
お 

く
と
よ
り
上
」
の
行
政
事
項
を
掌
る
泊
里
为
が
お
か
れ
た
。 

 

「
琉
球
國
由
來
記
」
に
は
任
命
当
時
の
泊
里
为
の
全
職
掌
は
未 

詳
で
あ
る
が
、
道
之
島
五
島
の
年
貢
の
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
た
と 

      

樹
立
し
て
か
ら
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

三 

琉
球
征
伐
と
沖
永
良
部
島 

 

琉
球
と
道
之
島
と
の
関
係
を
政
治
的
に
切
断
し
た
の
が
、
慶
長 

十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
薩
摩
に
よ
る
琉
球
侵
略
で
あ
っ
た
。
薩 

摩
軍
の
沖
永
良
部
島
に
お
け
る
状
況
を
み
る
と
、
慶
長
十
四
年
三 

月
四
日
山
川
港
を
発
し
て
、七
日
ご
ろ
奄
美
大
島
諸
所
に
着
岸
し
、 

次
い
で
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
に
進
ん
だ
。 

 

「
島
为
首
里
の
为
（
那
覇
の
國
为
の
婿
）
は
、
薩
軍
の
大
島
を 

伐
つ
を
聞
き
、
胥あ

い

議
し
て
曰
く
我
が
島
の
周
り
岩
石
多
く
し
て 

 

船
を
寄
せ
る
に
困
難
で
あ
る
か
ら
之
を
捨
て
那
覇
の
方
へ
進
む 

 

で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
備
へ
を
怠
っ
た
。
と
こ
ろ
が
薩
軍
至
る
に 

 

及
び
潮
滿
ち
て
、
岩
石
を
没
し
た
の
で
衆
船
悉
く
乗
入
れ
た
。 

 
 

首
里
の
为
、
蒼
皇
な
す
所
を
知
ら
ず
僧
を
遣
っ
て
降
参
を
申 

 

込
ん
だ
。
薩
将
樺
山
権
左
衛
門
久
高
は
『
一
戦
に
も
及
ば
で
馬 

 

鹿
共
等
』
と
笑
わ
れ
た
る
よ
り
、
之
よ
り
此
地
を
馬
鹿
尻
と
名 

 

づ
け
た
と
。 

 
 

又
一
説
に
曰
く
、
島
民注

粟あ
わ

粥か
ゆ

を
炊
い
て
薩
兵
の
脛
を
爛

た
だ
ら

さ 

 

ん
と
し
た
が
、
薩
軍
上
陸
の
頃
は
冷
え
て
い
た
の
で
、
薩
軍
は 

一 

二 

二 

一 

レ 

 

二 

一 

（ ） 
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之
を
食
し
却
て
元
気
を
起
し
た
か
ら
馬
鹿
尻
と
い
う
と
。」 

 
薩
軍
は
こ
れ
か
ら
琉
球
に
攻
め
寄
せ
、
尚
寧
王
を
は
じ
め
謝
名 

親
方
以
下
の
捕
虜
を
連
れ
鹿
児
島
に
が
い
旋
し
た
の
は
、
慶
長
十 

四
年
五
月
二
十
五
日
で
あ
る
。 

 
 

(注)
粟あ

わ

粥が
ゆ

を
炊
い
た
の
は
穀
霊
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。 

四 

割
譲
後
の
琉
球
と
沖
永
良
部
島 

 

琉
球
は
敗
戦
の
結
果
と
し
て
慶
長
十
六
年（
一
六
一
一
）八
月
、 

喜
界
、
大
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島
の
五
島
の
割
譲 

を
命
令
さ
れ
、
琉
球
と
道
之
島
と
の
約
三
百
五
十
年
に
わ
た
る
支 

配
対
被
支
配
関
係
は
断
絶
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
で
も
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
盛
増

も
り
ま
し

高た
か

、
寛
永
八
年
（
一 

六
六
八
）
報
告
の
「
琉
球
國
郷
帳
」
に
は
琉
球
国
之
内
永
良
部
島 

と
あ
っ
て
、
高
千
七
百
八
拾
石
徳
時
間
切
、
高
五
百
八
十
八
石
大 

城
間
切
、
高
千
七
百
九
拾
石
五
斗
枇キ

ビ

留ル

間
切
と
、
沖
永
良
部
の
三 

間
切
に
つ
い
て
年
貢
の
石
高
を
規
定
し
て
い
る
。 

 

「
中
山
世
譜
附
巻
」（
一
七
三
一
）
は
「
彼
五
島
原
係
吾
國
管 

轄
之
地
故
容
貌
衣
服
迄
今
留
、与
吾
國
無 

以
相
異 

」と
記
し
、 

割
譲
後
も
共
同
体
関
係
の
持
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い 

      

の
も
、
す
べ
て
如

上

じ
ょ
じ
ょ
う

の
苦
肉
の
策
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら 

の
点
か
ら
み
て
、
薩
摩
か
ら
す
れ
ば
道
之
島
は
対
外
的
に
は
割
譲 

後
も
独
立
国
琉
球
の
一
部
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
割
譲
後
の
琉 

球
と
沖
永
良
部
島
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
日
中
両
国
に 

対
す
る
両
属
的
地
位
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
問
題
の
本
質
を
見
失 

う
こ
と
に
な
る
。 

 

(一) 

御
冠
船
時
の
見
次
物 

 

道
之
島
が
割
譲
後
も
御
冠
船
時
の
見
次
物
（
調
物
）
を
負
担
し 

た
こ
と
は
、
上
記
の
ご
と
く
、
中
国
に
対
し
て
は
道
之
島
は
琉
球 

の
属
領
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
道
之
島
代
官
記
集
成
」
に
よ 

る
限
り
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
の
尚
敬
冊
封
に
始
ま
っ
て
、 

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
尚
泰
に
終
わ
っ
て
い
る
が
、
寛
永
十 

年
（
一
六
三
三
）
の
尚
豊
、
寛
文
一
年
（
一
六
六
三
）
の
尚
質
、 

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
尚
貞
の
と
き
も
負
担
し
た
に
相
違
な 

い
。
明
記
さ
れ
た
沖
永
良
部
島
関
係
の
年
次
は
、
次
の
ご
と
く
で 

あ
る
。 

回
数 

 
 

冊 

封 

年 
 
 
 

国
王 

 

調
物
名 

 
 
 

宰 

領 

人 

物 

1 

享
保
四
年(

一
七
一
九
） 

尚
敬
王 

 
 
 
 
 

与
人
平
安
山
取
払
役
一
人 

2 

宝
暦
六
年(

一
七
五
六
） 

尚
穆
玉 

調 

物 
 

与
人
寄
富
久
政
掟
具
志
政 

る
。
事
実
、
両
者
の
歴
史
的
関
係
は
政
治
的
な
面
を
も
含
め
て
割 

譲
以
後
も
続
い
た
。 

 

そ
の
中
か
ら
具
体
的
に
、
(一)
御
冠
船
に
お
け
る
道
之
島
側
の
見み 

次つ
ぎ

物
貢
納
、
(二)
災
害
時
に
お
け
る
琉
球
側
の
米
穀
の
貸
し
付
け
、 

(三)
遭
難
漂
着
船
の
相
互
処
置
、

 (四)
島
民
間
の
日
常
生
活
上
の
関
係 

等
に
つ
き
、
沖
永
良
部
に
関
す
る
分
を
略
述
す
る
が
、
そ
れ
に
は 

薩
摩
の
琉
球
お
よ
び
道
之
島
支
配
の
基
本
路
線
を
一
瞥べ

つ

し
て
お
く 

必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

薩
摩
の
琉
球
侵
略
の
为
目
的
は
、
①
異
国
領
有
の
事
実
を
天
下 

に
誇
示
し
て
、
そ
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
。
②
日
明
貿
易
復
活
の 

あ
っ
せ
ん
を
行
わ
し
め
る
こ
と（
復
活
が
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
、 

琉
球
は
貿
易
の
仲
介
役
を
強
制
さ
れ
、そ
の
利
益
は
す
べ
て
幕
府
、 

薩
摩
に
収
奪
さ
れ
た
）
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
②
の
目
的
を
達
成
す 

る
た
め
に
は
、
対
外
的
措
置
と
し
て
琉
球
の
独
立
を
否
認
す
る
こ 

と
は
絶
対
に
で
き
な
か
っ
た
。 

 

薩
摩
の
付
庸
国
た
る
事
実
の
偽
装
に
い
か
に
苦
心
し
た
か
、
そ 

れ
は
後
の
「
勅
使
御
尋
之
時
晴

は
る
み

様よ
う

」（「
旅
行
人
心
得
書
」）
の
一 

例
で
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

道
之
島
領
有
以
後
、
そ
の
方
面
の
諸
島
を
宝
島
と
称
せ
し
め
、 

島
民
の
風
俗
習
慣
を
は
じ
め
、
生
活
様
式
の
本
土
化
を
禁
止
し
た 

      

3 

寛
政
十
二

年(

一
八
〇
〇) 

尚
温
王 

調 

物 

与
人
真
玉
橋
掟
平
安
端 

4 

文
化
五
年(

一
八
〇
八) 

尚
灝
王 

調 

物 

与
人
西
正
取
払
役
平
安
雄 

5 

天
保
九
年(

一
八
三
八) 

尚
育
王 

調 

物 

与
人 

饒
覇
取
払
役
饒
丕 

6 

慶
応
二
年(

一
八
六
六) 

尚
泰
王 

調 

物 

与
人
蘇
延
良
取
払
役
蘇
延
譲 

  

右
の
う
ち
5
に
関
し
て
は
、
宰
領
人
与
人
寄
饒
覇

に
ゆ
う
は

の
弟
ノへ

つ

葉よ
う

（
操 

坦
晋
）
の
「
天
保
九
戊
戌
歳
渡
琉
日
記
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
「
後 

年
冠
船
之
節
御
見
合
可
然
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
記
録
は 

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
伊
波
晋
猷
が
操
垣
勁
（
垣
晋
の
孫
）
家 

で
収
録
さ
れ
、「
渡
琉
日
記
を
紹
介
す
る
」
の
題
で
同
年
十
月
二 

十
日
～
二
十
七
日
ま
で
の
「
琉
球
新
報
」
に
掲
載
さ
れ
、
後
に
「
琉 

球
古
今
記
」
に
収
め
ら
れ
た
。 

 

見
次
物
の
品
目
は
、「
右
者
冠
船
渡
来
に
付
沖
永
良
部
島
よ
り 

御
見
次
物
と
し
て
宰
領
人
饒
覇
よ
り
確
か
に
相
受
取
候
」と
あ
る
。 

辻
平
等

ひ

ら

为
取
の
受
領
証
の
ご
と
く
、豚
八
十
四
匹
、鶏
二
十
七
羽
、 

卵
六
百
五
十
二
甲
で
、
ほ
か
に
小
麦
十
二
俵
が
借
り
入
れ
船
で
送 

ら
れ
た
こ
と
が
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
6
の
慶
応
二
年
（
一
八 

六
六
）
の
、
沖
永
良
部
島
か
ら
の
豚
八
十
四
疋ひ

き

の
う
ち
四
十
疋
は 

荒
海
の
た
め
捨
荷
し
た
も
の
、
四
十
四
疋
は
船
が
小
さ
く
て
最
初 

か
ら
積
み
残
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
従
来
の
冠
船
時
に
お
け
る 

二 

一 

諸
入
目 

調 

物 

寄 

144 
145 



死
損
豚
の
例
に
な
ら
い
、
四
千
八
百
貫
文
を
も
っ
て
代
銭
納
入
し 

て
い
る
。 

 

見
次
物
の
種
類
か
ら
み
て
、
冊
封
使
の
食
料
に
当
て
る
た
め
の 

貢
納
で
あ
っ
た
が
、
見
次
物
の
受
領
証
を
出
し
た
辻
平
等
は
、
冊 

封
使
一
行
に
供
給
す
る
食
糧
そ
の
他
の
こ
と
を
取
り
扱
う
所
で 

あ
っ
た
。 

 

一
行
は
与
論
島
か
ら
借
り
受
け
た
水
夫
六
人
乗
り
の
舟
（
喜
玖 

仁
舟
）
で
、
天
保
九
年
閏
四
月
十
二
日
伊
延
港
を
出
港
し
て
、
与 

論
島
赤
佐
港
に
寄
港
し
、
そ
こ
か
ら
古
宇
利
島
を
目
指
し
て
航
行 

し
た
が
、
風
向
き
が
思
う
に
任
せ
ず
伊
是
名
島
に
た
ど
り
着
き
、 

こ
こ
か
ら
本
部
半
島
を
通
過
し
て
、
沖
永
良
部
出
港
後
十
日
目
の 

二
十
一
日
に
那
覇
川
内
に
乗
り
入
れ
た
。
沖
永
良
部
か
ら
古
宇
利 

島
の
コ
ー
ス
は
「
お
も
ろ
」
に
も
見
え
る
ご
と
く
、
道
之
島
通
い 

の
航
路
で
あ
っ
た
が
、
伊
平
屋

い

ひ

や

渡ど

の
潮
に
乗
る
と
伊
平
屋
島
に
押 

し
流
さ
れ
る
海
域
で
あ
っ
た
。 

 

ノへ
つ

葉よ
う

は
和
歌
、
琉
歌
、
漢
詩
に
通
じ
た
人
で
、
彼
が
旧
友
の
御 

典
薬
役
、
盛
元
親
雲
上
を
訪
問
し
た
と
き
、
そ
こ
に
豊
見
城
按
司 

ほ
か
二
、
三
の
官
吏
が
冊
封
使
接
待
の
役
用
で
同
宿
し
て
お
り
、 

そ
の
中
に
後
の
牧
志
恩
河
事
件
の
中
心
人
物
た
る
板
良
敷
里
之
子

イ
タ
ラ
シ
キ
サ
ト
ヌ
シ 

（
牧
志
朝
忠
）
が
い
た
。
一
行
は
詩
歌
を
賦
し
て
旧
懐
を
あ
た
た 

       

(二) 

災
害
時
の
救
米 

 

道
之
島
は
本
琉
球
と
同
じ
く
毎
年
何
回
と
な
く
台
風
の
襲
来
す 

る
所
で
、
生
産
に
乏
し
く
、
備
荒
貯
蓄
も
で
き
な
い
地
域
で
あ
っ 

た
だ
け
に
、台
風
の
も
た
ら
す
被
害
は
き
き
ん
、餓
死
に
通
じ
た
。 

台
風
の
ほ
か
霖
雤
、
干
ば
つ
、

蝗

害

こ
う
（
い
な
ご
）

、
そ
れ
に
伝
染
病
に
よ 

る
病
被
害
も
続
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
被
害
か
ら
の
復
旧
に
あ
た
っ 

て
は
、
各
島
の
代
官
所
は
食
糧
の
供
給
、
建
築
資
材
の
提
供
、
上 

納
の
延
期
な
ど
を
緊
急
事
項
と
し
た
。食
糧
の
供
給
に
つ
い
て
は
、 

本
琉
球
か
ら
の
救
米
借
り
入
れ
が
慣
例
化
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、 

こ
の
事
実
が
中
国
に
知
ら
れ
て
も
、
何
の
支
障
も
起
き
る
も
の
で 

は
な
か
っ
た
。 

 

史
料
上
で
の
沖
永
良
部
島
の
本
琉
球
か
ら
の
借
り
入
れ
は
、
天 

明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
見
え
て
い
る
。
全
国
的
に
広
が
っ
た
天 

明
の
き
き
ん
に
つ
な
が
る
災
害
は
、
琉
球
や
道
之
島
で
は
安
永
年 

間
（
一
七
七
二
―
一
七
八
〇
）
に
始
ま
り
、
と
く
に
天
明
元
年
（
一 

七
八
一
）
に
は
徳
之
島
、
沖
永
良
部
、
与
論
島
と
も
、
五
月
十 

九
日
夜
、
六
月
十
七
日
夜
、
七
月
二
十
六
日
夜
、
八
月
四
日
夜
に 

台
風
の
襲
来
を
受
け
、
十
月
に
は
大
き
き
ん
が
訪
れ
た
。
そ
の
た 

め
に
三
島
と
も
琉
球
か
ら
救
米
を
借
り
入
れ
て
い
る
が
、
沖
永
良 

め
た
。
琉
球
の
名
士
た
ち
と
の
詩
歌
の
交
換
や
書
簡
の
往
復
は
そ 

の
後
も
続
き
、
ノへ

つ

葉よ
う

の
琉
球
人
と
の
交
友
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い 

る
。
十
六
年
振
り
の
旧
友
と
の
再
会
と
も
あ
る
か
ら
、
彼
は
お
そ 

ら
く
琉
球
の
国
学
で
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。 

 

四
月
二
十
六
日
、
見
物
人
が
沖
永
良
部
島
か
ら
や
っ
て
き
て
宿 

の
部
屋
が
狭
く
な
っ
た
の
で
、
糸
目
と
い
う
所
へ
引
っ
越
し
を
し 

た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
御
冠
船
の
と
き
に
は
見
物
人
が
道
之
島 

か
ら
も
つ
め
か
け
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
冠
船
時
に
は
道
之 

島
も
琉
球
国
内
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
見
物
人
の
往
来
は
禁
止 

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
冠
船
時
の
見
次
物
の
負
担
に
関
し 

て
は
、
道
之
島
は
偽
装
的
属
領
に
お
か
れ
て
い
た
ば
か
り
に
、
薩 

摩
よ
り
臨
時
負
担
を
強
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

一
行
は
六
月
二
十
九
日
に
帰
島
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
前
の 

晩
ノへ

つ

葉よ
う

は
盛
元
親
雲
上
、
板
良
敷
里
之
子
ら
の
送
別
会
に
招
か
れ
、 

ま
た
豊
見
城
按
司
か
ら
の
招
待
も
あ
り
、
互
い
に
和
歌
、
琉
歌
の 

贈
答
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
八
月
三
日
の
冊
封
式
の
盛
典
を
も
見 

な
い
で
帰
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
来
琉
目
的
は
ま
っ
た
く
見
次
物 

の
貢
納
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

        

部
島
の
拝
借
米
五
百
四
十
石
は
、
与
論
島
の
も
の
三
百
六
十
石
と 

と
も
に
琉
球
で
借
り
受
け
た
五
艘
の
積
船
で
運
搬
し
た
。 

 

沖
永
良
部
島
の
分
の
受
け
取
り
人
は
、
横
目
真
玉
橋
ほ
か
三
人 

で
、
運
賃
は
一
俵
に
つ
き
二
升
三
合
で
あ
っ
た
。
五
艘
の
中
一
そ 

う
は
遭
難
し
、
二
十
石
余
の
捨
て
荷
を
余
儀
な
く
し
た
。 

 

(三) 

遭
難
船
の
処
置 

 

頻
繁
た
る
台
風
の
襲
来
は
、
航
海
船
の
遭
難
お
よ
び
漂
着
を
多 

発
せ
し
め
た
。
琉
球
船
、
道
之
島
船
、
倭
船
、
異
国
船
と
さ
ま
ざ 

ま
の
船
が
災
難
に
遭
っ
て
い
る
が
、
鎖
国
令
が
布し

か
れ
て
い
た
の 

で
、
異
国
船
で
は
、
さ
す
が
に
唐
船
、
朝
鮮
船
以
外
の
も
の
は
少 

な
か
っ
た
。
道
之
島
沿
岸
で
の
琉
球
船
の
遭
難
、
漂
着
は
代
官
所 

の
指
令
に
従
い
、
琉
球
沿
岸
で
の
道
之
島
船
の
処
置
は
、
在
番
奉 

行
の
指
令
に
基
づ
き
相
互
の
島
に
送
り
届
け
ら
れ
た
。 

 

ま
た
道
之
島
に
お
け
る
異
国
船
は
幕
府
の
取
締
令
に
従
い
、
薩 

摩
藩
の
指
令
に
よ
っ
て
処
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
元
禄
九
年
（
一
六 

九
六
）
に
至
り
、
幕
府
は
道
之
島
漂
着
船
中
の
南
蛮
船
な
ら
び
に 

切
支
丹
の
疑
い
の
あ
る
者
以
外
の
異
国
船
の
中
、
破
損
し
な
い
も 

の
は
順
風
し
だ
い
出
帆
せ
し
め
、破
損
し
た
も
の
は
そ
の
乗
組
員
、 

貨
物
と
も
琉
球
へ
送
り
、
琉
球
か
ら
進
貢
船
あ
る
い
は
護
難
船
を 
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も
っ
て
福
州
へ
送
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
沖
永
良
部
島
に
関
係
の 

あ
る
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。 

 

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
十
月
、
島
津
重
年
の
一
年
忌
法
会
の 

た
め
に
上
国
し
た
向
氏
真
境
名

ま

じ

き

な

親
雲
上
の
帰
国
船
が
沖
永
良
部
島 

で
座
礁
し
破
船
し
た
。
真
境
名
は
小
舟
を
雇
い
入
れ
、
十
二
月
に 

帰
国
し
た
。 

 

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
久
高
島
人
三
人
が
鳥
島
に
赴
き
、 

そ
こ
で
連
縛
独さ

木ば

小に

舟
三
隻
を
組
み
立
て
、
鳥
島
人
四
人
を
乗
せ 

て
七
人
で
沖
永
良
部
島
に
渡
り
、
米
や
豆
な
ど
の
食
糧
品
を
仕
入 

れ
て
鳥
島
に
帰
る
途
中
で
遭
難
し
た
。
連
縛
独
木
小
舟
と
い
う
の 

は
普
通
三
隻
の
独
木
船
を
組
み
合
わ
せ
て
一
隻
の
船
の
ご
と
く
仕 

立
て
た
も
の
で
あ
る
。
七
人
は
台
湾
金
包
里
地
方
に
漂
着
し
て
救 

助
さ
れ
、
淡
水
府
、
福
州
経
由
帰
国
し
た
。
た
だ
し
、
鳥
島
人
四 

人
は
ほ
う
そ
う
に
か
か
り
、
治
療
を
受
け
た
が
一
人
は
死
亡
し
そ 

の
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。（「
中
山
世
譜
」
巻
十
一
） 

 

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
は
琉
球
へ
帰
る
夏
、
楷
船
が
沖
永 

良
部
島
古
里
村
（
与
和
の
浜
）
に
漂
着
し
破
船
し
た
。
乗
組
員
は
、 

一
部
は
迎
船
に
よ
っ
て
琉
球
に
帰
還
し
た
。（
沖
永
良
部
島
代
官 

系
図
） 

 

ま
た
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
七
月
に
は
、
沖
永
良
部
島
古
見 

       

遭
難
者
の
救
助
、
衣
食
の
供
給
、
回
送
船
の
提
供
な
ど
、
そ
れ 

に
要
す
る
経
済
的
負
担
は
ば
く
大
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
慣
例
的
に 

は
地
元
の
負
担
で
あ
っ
た
。
道
之
島
の
貧
困
ぶ
り
を
知
し
つ
し
て 

い
る
琉
球
で
は
、
琉
球
遭
難
船
の
救
助
に
当
た
っ
た
道
之
島
の 

人
々
に
は
褒
賞
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。天
明
六
年（
一
七
八
六
） 

に
制
定
し
た
褒
賞
条
例
で
は
、
そ
れ
を
条
例
化
し
「
道
之
島
者
於 

洋
中
逢
難
船
破
損
等
之
節
相
働
人
命
を
相
助
候
者
、
道
之
島
の
者 

よ
り
在
番
所
へ
相
付
申
出
候
は
ば
吟
味
之
上
相
当
之
位
又
は
品
物 

に
て
も
可
被
下
事
」
と
規
定
し
て
あ
る
。
沖
永
良
部
島
民
に
も
当 

然
適
用
さ
れ
た
条
項
で
あ
っ
た
。 

 

(四) 

日
常
生
活
上
の
関
係 

 

道
之
島
が
薩
摩
に
割
譲
さ
れ
る
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）、 

近
く
ま
で
中
山
の
遠
征
を
被
っ
た
こ
と
は
両
者
間
の
政
治
的
対
立 

の
間
歇け

つ

的
勃ぼ

つ

発
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
島
民
の
日
常
生
活
が 

地
縁
共
同
体
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
種
々
の
面
か
ら
指
摘
さ 

れ
て
い
る
。
特
に
与
論
、
沖
永
良
部
は
国
頭
村
を
中
心
と
す
る
山や

ん 

原ば
る

と
生
活
上
類
似
的
な
点
が
多
い
。 

 

た
と
え
ば
、
道
之
島
全
体
が
琉
球
方
言
圈
に
属
す
る
中
で
、
与 

論
、
沖
永
良
部
島
で
は
山
原

や
ん
ば
る

方
言
が
日
常
に
生
き
て
お
り
、
ウ
ム 

聞
役
衆
の
乗
船
が
国
頭
間
切
で
破
損
し
、
か
つ
同
島
代
官
お
よ
び 

見
聞
役
の
借
船
二
隻
が
今な

帰き

仁じ
ん

間
切
に
潮
掛
か
り
し
た
。
破
船
お 

よ
び
潮
掛
か
り
の
こ
と
は
、
那
覇
役
人
を
通
じ
て
在
番
奉
行
に
届 

け
ら
れ
た
。
国
頭
間
切
に
は
取
締
定
式
に
従
い
横
目
、
附
役
衆
を 

差
し
越
す
こ
と
と
な
り
、
人
馬
、
飯
料
の
調
達
が
関
係
筊
に
令
達 

さ
れ
た
。
古
見
聞
役
は
在
番
奉
行
の
指
令
に
基
づ
き
、
今
帰
仁
間 

切
の
潮
掛
け
船
で
国
元
に
上
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
評
定
所
書
類
）。 

同
年
に
は
、
六
月
と
七
月
に
台
風
が
あ
り
、
七
月
の
台
風
で
は
、 

宮
古
島
の
貢
納
船
が
道
之
島
亀
津
に
漂
着
す
る
と
い
う
事
故
が 

あ
っ
た
。 

 

沖
永
良
部
島
に
漂
着
し
、あ
る
い
は
付
近
で
破
船
し
た
も
の
で
、 

乗
組
員
が
琉
球
に
送
ら
れ
た
唐
船
は
、享
保
十
七
年（
一
七
三
二
）、 

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
、
朝
鮮
船
は
享
保
十
一
年
（
一
七
二 

六
）
に
そ
の
例
が
あ
っ
た
。
ほ
か
に
琉
球
回
送
を
拒
否
し
て
、
長 

崎
へ
出
港
し
て
行
っ
た
朝
鮮
船
も
い
た
。 

 

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
伊
延
港
に
漂
着
し
た
も
の
が
そ
れ 

で
同
船
に
は
男
十
八
人
、
女
十
人
（
う
ち
生
子
二
人
）
が
乗
り
込 

ん
で
い
た
。 

 

修
理
の
で
き
る
船
は
、
あ
え
て
琉
球
に
回
航
さ
せ
な
か
っ
た
よ 

う
で
あ
る
。 

      

イ
や
ミ
セ
ゼ
ル
も
い
ま
に
歌
わ
れ
、
琉
歌
や
そ
れ
に
よ
る
踊
り
も 

同
じ
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。
お
嶽た

け

信
仰
や
神
女
組
織
も
同
一
宗 

教
団
た
る
要
素
を
残
し
て
お
り
、
同
一
内
容
の
年
中
行
事
や
通
過 

儀
礼
も
き
わ
め
て
多
い
。
年
中
行
事
の
う
ち
与
論
や
沖
永
良
部
島 

に
い
ま
も
残
る
シ
ヌ
グ
は
、
沖
縄
本
島
で
は
一
部
地
域
の
行
事
と 

化
し
た
が
、
両
島
に
近
い
山
原

や
ん
ば
る

で
は
交
通
関
係
の
深
か
っ
た
辺へ

戸ど

、 

奥お
く

、
楚そ

洲す

、
安
田

あ

だ

、
安
波

あ

は

で
は
現
在
も
盛
ん
な
行
事
で
あ
る
。 

 

物
資
の
交
換
を
求
め
て
の
山
原
船
の
往
来
、
季
節
労
働
者
の
山 

原
行
き
、
銭
の
貸
借
な
ど
も
王
国
時
代
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

（
参
考
文
献
） 

宮
城
栄
昌
編
「
沖
縄
と
沖
永
良
部
と
の
歴
史
的
関
係
」 

   

○
沖
縄
の
復
帰
を
祝
し
て
詠
め
る
歌 

沖
力
子
（
明
治
二
十
七
年
手
々
知
名
生
） 

 

那
覇
と
永
良
部
、
與
論
ひ
だ
み
て
ぃ
む 

 
 
 
 
 

昔
た
ず
ね
り
や 

親
子
島
や
た
む 
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